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論  文  内  容  の  要  旨  

Synops is  o f  Thes i s  
 

氏  名  
N a m e  

満塩 研人 

論文題名 

Title 
Interrelationships Among Accumulations of Intra- and Periorgan Fats, Visceral Fat, and Subcutaneous Fat 

(異所性脂肪、内臓脂肪、皮下脂肪の各脂肪蓄積の相互連関) 

論文内容の要旨 

〔目 的(Objective)〕膵臓、肝臓、腎臓、骨格筋など、脂肪組織以外の臓器への過剰な脂肪蓄積（異所性脂肪蓄積）は、

炎症や線維化により臓器機能障害を引き起こす。申請者の教室では膵臓脂肪が血糖コントロールの悪化（Pancreas, 

2018）、ヒト膵島の炎症（BMJ Open Diabetes Res Care, 2020）、2型糖尿病患者におけるインスリン分泌能低下（J Diabetes 

Investig 2020）と関連することを報告し、申請者は膵臓脂肪と生活習慣の関連について報告している(Mitsushio K et 

al. Front Endocrinol 2023)。一方、皮下脂肪は、特に肥満者においては保護的な脂肪貯蔵庫である可能性が報告さ

れている。これら異所性脂肪と内臓脂肪、皮下脂肪との包括的な関係性は未だ明らかでなかった。本研究の目的は、

異所性脂肪、内臓脂肪、皮下脂肪を包括的に評価し、各脂肪蓄積の関連を明らかにすることである。 

 

〔方 法(Methods)〕2021年6月から2022年8月に当科に入院、入院前3ヶ月～入院中に腹部単純CTが撮像された患者から、

膵疾患、肝疾患、腎疾患、内分泌疾患等を除外した84例(平均年齢 64歳、平均BMI 24.6kg/m2、平均内臓脂肪面積 113cm2、

糖尿病患者 57例)を対象とした。腹部単純CTから膵臓、肝臓、腎実質、骨格筋（大腰筋）、脾臓の平均CT値を算出し、

異所性脂肪蓄積の指標とした。腎洞内脂肪はその体積を、内臓脂肪、皮下脂肪は臍レベルでの面積を測定した。年齢、

性別、BMIで補正した偏相関係数を用いて、各臓器の異所性脂肪、内臓脂肪、皮下脂肪の関係を調べた。さらに、症例

を内臓脂肪蓄積群(内臓脂肪面積100cm2以上）、非蓄積群（同100cm2未満）に分け、BMIを共変量として調整した共分

散分析を行い、内臓脂肪と異所性脂肪蓄積の関連を検討した。 

 

〔成 績(Results)〕内臓脂肪は全ての臓器における異所性脂肪蓄積と正の相関を示した。また、各異所性脂肪の間にも

正の相関が認められた。一方で、皮下脂肪は内臓脂肪および全ての異所性脂肪と負の相関を示した。さらに、内臓脂

肪蓄積の有無で群分けを行うと、膵臓、肝臓、腎洞内、骨格筋において、BMIとは独立して、内臓脂肪蓄積群は非蓄積

群より有意に異所性脂肪蓄積の増加を認めた。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

本研究は、同一個体集団の解析を通じて、内臓脂肪蓄積が肝臓、膵臓、腎臓、骨格筋、脾臓の異所性脂肪蓄積と正に

関連し、一方で皮下脂肪蓄積はこれら異所性脂肪蓄積と負に関連すること、また異所性脂肪蓄積間に正の相関がある

ことを、初めて示した。本研究結果より、皮下脂肪が少なく内臓脂肪が多い人は、皮下脂肪組織に脂肪を貯蔵する能

力が限られる結果、異所性脂肪の蓄積につながる可能性や、異所性脂肪蓄積を評価する際には、BMI ではなく内臓脂

肪量を参照する方がよいことが考えられる。本研究の同一個体集団の解析で見出された異所性脂肪、内臓脂肪、皮下

脂肪の関連は、内臓脂肪蓄積が全身の異所性脂肪蓄積の中心（ハブ）となっていることを強く示唆するものである。

 




